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ＳＴＯＰ！ 転倒災害
～あせらない 急ぐ時ほど 落ち着いて～

令和６年に太田労働基準監督署管内で発生した休業４日以上の労働災
害による死傷者数のうち、転倒災害は22.0％を占めています。

転倒による労働災害の危険要因は、すべり、つまづき、踏み外しによる
ものであります。

関係者の皆様におかれましては、転倒災害防止対策について十分な取
り組みをお願いいたします。

１ 転倒災害における労働災害発生状況（令和６年）

注１：災害発生件数は、労働者死傷病報告により休業４日以上の労働災害を集計したもの。
注２：災害発生件数は、新型コロナウイルス感染症による労働災害を除く。
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図１ 年別推移

転倒災害 割合 （R7は4月末現在）

製造業

48件（36%）

（うち食料品製造業

17件、輸送用機械器

具製造業10件）

建設業

3件（2%）

運輸交通業

15件（11%）

商業

18件（14%）

保健衛生業

18件（13％）

接客娯楽業

10件（8%）

その他

22件（16%）

図２ 業種別

仮設物建設物、

構築物等 

84件（63%）

（うち通路65件、

階段10件）

装置等 25件（19%）

（うち人力運搬機9件、用具8件）

運搬機械  9件（7%）

（うち動力運搬機7件）

荷  9件（7%）

環境等 3件（2%）

材料等 2件（1%）

その他 2件（1%）

図３ 起因物別

70歳以上 

17件（13%）

60歳代 

37件（27%）

50歳代

40件（30%）

40歳代  

21件（16%）

30歳代  

9件（7%）

29歳以下

10件（7%）

図４ 年代別

太田労働基準監督署
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チェック項目

１ 通路、階段、出口に物を放置していませんか □

２
床の水たまりや氷、油、粉類などは放置せず、その都
度取り除いていますか

□

３
安全に移動できるように十分な明るさ（照度）が確保さ
れていますか

□

４ 転倒を予防するための教育を行っていますか □

５
作業靴は、作業現場に合った耐滑性があり、かつちょう
ど良いサイズのものを選んでいますか

□

６
ヒヤリハット情報を活用して、転倒しやすい場所の危険
マップを作成し、周知していますか

□

７
段差のある箇所や滑りやすい場所などに注意を促す標
識をつけていますか

□

８ ポケットに手を入れたまま歩くことを禁止していますか □

９
ストレッチ体操や転倒予防のための運動を取り入れて
いますか

□

転倒の危険をチェックしてみましょう
☑

２ 転倒災害防止対策

群馬労働局ホームページ「STOP！転倒災害プロジェクト」をチェック！

１ 作業通路における段差や凹凸、突起物、継ぎ目等の解消

２
４Ｓ（(整理、整頓、清掃、清潔、）の徹底による床面の水漏れ、油汚れ等の
ほか台車等の障害物の除去

３ 照度の確保、手すりや滑り止めの設置

４ 危険個所の表示等の危険の「見える化」の推進

５ 転倒災害防止のための安全な歩き方、作業方法の推進

６ 作業内容に適した防滑靴やプロテクター等の着用の推進

７ 定期的な職場点検、巡視の実施

８ 転倒予防体操の励行

３ 転倒災害防止のためのチェックシート
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